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COBOTTA
（右手）

COBOTTA
（左手）

人協働ロボットによる 
LA化のデータ活用検証まもる

安全・長寿命

まぜる
乳化・分散

くっつける
接着・封止

あらう
洗浄・濃縮

ととのえる
改質・抽出

DKS
技術

研究・技術開発
原料調達
生産管理

市場
ニーズ 販売

◎合成・配合・混合
◎乳化・分散・可溶化・相溶
◎噴霧乾燥
◎相溶性評価
◎材料物性評価・分析
◎分野別応用評価・自動化

製品技術
◎ハイエンド機能材料（電材）
◎セルロース・グルカン
◎糖（単糖・オリゴ糖）
◎バイオ由来機能性成分
◎非石化原料

原料からの取り込み

　研究所や実験室での作業プロセス

を自動化する、LA（ラボラトリー・オー

トメーション）。当社では、株式会社デ

ンソーウェーブと株式会社カサイ製作

所との3社連携により人協働ロボット

COBOTTAを活用したシステム構築を

スタートさせ、3ステップの導入構想の

もとで2021年10月に第一歩を踏み出

しました。

　第1ステップでは四日市工場のラボに

COBOTTA初号機を導入し、リチウムイ

オン電池の抵抗データの測定・保存作

業に活用。単一形状のテスト電池を対

象にした比較的単純な繰り返し作業を

COBOTTAに任せ、その導入効果を確

認しました。その上で第2ステップとし

て同じく四日市の実験室に2号機を導

入。粉体と液体の自動計量に対する取

り扱いの知見獲得をめざし、試薬調合、

溶液作成に対する課題抽出などに取り

組んでいます。

　2023年度には、京都の実験室にも

COBOTTAを導入。3号機の任務は樹

脂片の誘電特性の「評価」。人と同じ作

業動作を自動で行うのですが、人の手

に比べて測定データにブレが生じにく

く、作業精度の向上が期待されます。

　お客さまの専門性に合わせた応用評

価は重要ですが、応用評価には職人的、

専門的なところがあり、人材を育てるの

がむずかしい。そこで今注力している

のが、応用評価作業でのロボットの活

用。正確で一貫性のある評価が可能な

ロボットが一翼を担う、応用評価力の再

構築です。これは、2025年度から始ま

る次期中期経営計画における、研究部

門の柱となるものと考えています。

　LA化構想は第2ステップまで完了し

ました。最終段階となる第3ステップ

は、2025年度の導入に向けて現在設

計中です。計画では、京都の実験室に

COBOTTA 4号機を導入します。4号機

では2機をセットにすることで、右手と

左手のように両手作業が可能になりま

す。これにより処理できるサンプル数

が飛躍的に増えるとともに、2号機の課

題であった計量・混合・溶解作業の自

動化も期待されます。

　第3ステップでの重要な目標のひとつ

に、実験結果のデータベース構築とMI

（マテリアルズ・インフォマティクス）との

連携があります。そのためにはポジティ

ブ（成功）データ、ネガティブ（失敗）デー

タともにすべてのデータを収集するこ

とが必要です。100のデータが必要で

あっても、人だと経験や作業のわずら

わしさもあって20か30のデータから答

えを出そうとする。しかしロボットなら

地道に愚直に、昼も夜も稼働して、100

のデータを集めてくれる。そして、人が

見逃していたネガティブデータの中に正

解があるかもしれない。そうして集めた

データの中から新しい材料や新しい価

値の掘り起こしにつなげていきたいと

考えています。

　3号機は担当の研究員に「コボッタく

ん」と愛称呼びされています。これはと

ても象徴的なことで、ロボットが仕事の

相棒になっているのです。非定常作業

が多いLAでは、人とロボットの協働を

重視します。チームとは「役割のある人

の集まり」。そこにロボットが入って、一

員として働いている。他社に先行してい

る、DKSならではのLAの姿です。

DKSのLA(                 )化構想の現在地と次への展望は？

LAによる分野別応用評価とロボット化でDKSの価値づくりに貢献

Q UES TION A NSWER

LA化3ステップの最終段階がいよいよ始まります。

COBOTTAの活躍により
第2ステップが完了

実験結果のDB構築と
MI連携に本格着手!

2機のCOBOTTAを連動させて
ヒトが両手で行うような複雑な作業も可能に！
COBOTTAだけが働くロボットラボも構想中

ラボラトリー
オートメーション

01STEP
単一形状（テスト電池）を対象
とし、その導入効果を確認
リチウムイオン電池の抵抗測定
⇒測定データは RPA 処理で解析

02STEP
粉末および液体の自動計量に
対する取り扱いの知見獲得
粉体および液体の固形分率測定

STEPSTEP 0303

橋本  賀之
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